


昨年川崎病の心臓血管病変例に対してアスピリンとチクロピジンの併用療法をおこなうこ

とを提唱した。その成績は血小板機能の中の ADP 凝集を抑制すること,ならびに

TnromboxaneB2ならびにβ-tｈromboglobulinの中でTnromboxaneB2を抑えることを示した

ものであった。 

以後同様な方法をより多くの症例について検討を続けた。現在までのところ 10 例が加わっ

ている。 


